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お気軽にお立ち寄り下さい

先
月
、
市
内
で
大
規
模
な

断
水
が
あ
っ
た
。
こ
ん
な

事
故
の
不
意
打
ち
に
会
う

と
、
的
確
な
情
報
提
供
が

大
切
な
こ
と
を
改
め
て
感

じ
る
▼
午
前
８
時
半
ご
ろ
水
道
が

止
ま
る
。
し
ば
ら
く
待
っ
た
が
水
は

一
向
に
出
て
こ
な
い
。
窓
を
開
け

防
災
放
送
を
待
っ
た
が
、
連
絡
は

何
も
な
い
。
や
が
て
消
防
車
が
巡

回
し
て
来
た
が
「た
だ
い
ま
断
水
中
」

の
繰
り
返
し
だ
け
。
な
ら
ば
と
、
日

野
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
も
同

様
の
お
知
ら
せ
だ
け
で
あ
る
▼
水
が

出
な
い
の
だ
か
ら
、
断
水
は
ご
承
知

な
の
だ
。
長
く
掛
か
る
の
か
、
す
ぐ

直
る
の
か
。
我
が
家
は
洗
濯
と
ト
イ

レ
掃
除
の
最
中
。
こ
れ
で
は
予
定

が
立
た
な
い
。
原
因
は
何
な
の
。
言
っ

て
く
れ
れ
ば
大
よ
そ
の
判
断
は
つ
こ

う
と
い
う
も
の
な
の
に
▼
後
日
、
市

の
防
災
課
に
、
こ
の
日
の
対
応
を

聞
い
て
み
た
。
防
災
放
送
は
直
後

の
一
回
だ
け
。
あ
と
は
広
報
車
と

消
防
車
の
巡
回
に
切
り
替
え
た
そ

う
だ
。
防
災
放
送
だ
け
で
は
聞
き

漏
ら
し
が
あ
る
か
ら
だ
と
い
う
。
だ

が
、
「断
水
中
」と
い
う
以
上
の
情

報
は
流
し
て
い
な
か
っ
た
と
の
こ
と

だ
▼
は
た
し
て
市
と
し
て
の
対
応
が

こ
れ
で
十
分
だ
っ
た
の
か
。
断
水
事

故
の
マ
ニ
ア
ル
は
あ
る
の
か
。
影
響

を
受
け
た
者
の
立
場
か
ら
要
望
を

伝
え
た
。
「参
考
に
な
り
ま
し
た
」と

い
う
答
え
に
期
待
し
た
い
。
（Ｋ
）

短信

市民の生活と営業への支援を最優先に 中中中中野野野野ああああききききとととと

党市議団が市長に来年度予算要望書を提出

長
引
く
不
況
で
雇
用
の
回
復
は
す
す
ま
ず
、

こ
の
一
年
で
勤
労
者
の
収
入
は
さ
ら
に
落
ち

込
み
ま
し
た
。
こ
ん
な
と
き
に
こ
そ
、
市
民

生
活
に
直
接
関
わ
る
自
治
体
の
役
割
が
ま
す

ま
す
大
切
で
す
。

い
ま
、
保
育
園
待
機
児
童
、
特
養
ホ
ー
ム

入
所
待
ち
の
事
態
は
深
刻
で
す
。
確
か
に
こ

れ
ら
の
施
設
の
増
設
に
は
相
当
の
財
政
負
担

が
伴
う
の
も
事
実
で
す
。
し
か
し
、
市
民
の

生
活
を
守
る
上
で
絶
対
に
必
要
な
も
の
で
す
。

一
方
、
こ
う
し
た
施
設
の
増
設
は
、
地
域
経

済
の
拡
充
や
雇
用
の
確
保
な
ど
に
一
石
二
鳥
、

三
鳥
の
効
果
も
生
ま
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
視

点
で
積
極
果
敢
に
取
り
く
む
べ
き
で
す
。

限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め

に
は
、
川
辺
堀
の
内
な
ど
の
新
た
な
区
画
整

理
な
ど
、
従
来
型
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

も
、
市
民
参
加
で
抜
本
的
に
見
直
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。

来
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
日
本
共
産

党
市
議
団
は
「
財
政
の
厳
し
さ
を
理
由
に
市

民
へ
の
こ
れ
以
上
の
負
担
増
は
行
わ
な
ず
、

ひ
っ
迫
す
る
市
民
の
生
活
と
営
業
へ
の
支
援

を
最
優
先
に

す
る
」
と
い

う
、
馬
場
市

長
に
対
す
る

「
重
点
要
望

書
」
を
提
出

し
ま
し
た
。

要
望
書
を
提
出

す
る
日
本
共
産

党
市
議
団

「「「「
重重重重
点点点点
要要要要
望望望望
書書書書
」」」」
のののの
項項項項
目目目目
とととと
概概概概
略略略略

①
高
齢
者
、
障
害
者
の
く
ら
し
安
心

特
養
ホ
ー
ム
等
の
増
設
、
保
険
料
や
利
用
料
の
減
額
免
除
制
度
の

抜
本
的
な
拡
充
、
障
害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
等
へ
の

時
間
制
限
の
撤
廃
…
。

②
保
育
・
子
育
て
支
援

保
育
所
増
設
計
画
の
見
直
し
で
待
機
児
童
の
解
消
。
ひ
の
っ
ち
の

運
営
経
費
を
増
や
し
、
夏
休
み
中
の
実
施
及
び
、
体
制
の
充
実
を

図
る
こ
と
…
。

③
教
職
員
の
配
置
の
充
実
、
ゆ
き
と
ど
い
た
教
育
を

多
摩
平
地
域
に
小
学
校
の
新
設
。
三
沢
中
に
第
二
体
育
館
の
建
設
。

30
人
学
級
の
実
施
へ
施
設
整
備
を
進
め
る
こ
と
。
二
中
の
校
舎
建

替
え
の
早
期
実
施
。
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、
学
校
ト
イ

レ
の
全
系
統
の
洋
式
化
を
早
期
に
図
る
こ
と
…
。

④
く
ら
し
を
支
え
る
制
度
、
格
差
・
貧
困
の
是
正

国
保
税
の
値
上
げ
は
行
わ
な
い
こ
と
。
国
保
税
及
び
窓
口
負
担
の

軽
減
制
度
の
改
善
・
充
実
、
周
知
徹
底
。
就
学
援
助
基
準
の
拡
大
・

充
実
。
修
学
旅
行
の
保
護
者
負
担
の
軽
減
…
。

⑤
す
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

生
活
道
路
の
補
修
予
算
の
抜
本
的
増
額
。
多
摩
平
へ
の
大
型
商
業

施
設
誘
致
の
見
直
し
。
ミ
ニ
バ
ス
の
収
支
の
検
証
と
路
線
の
充
実
。

住
宅
耐
震
補
強
助
成
金
の
増
額
。
公
園
の
遊
具
の
改
修
・
充
実
…
。

⑥
農
業
・
商
工
業
な
ど
地
元
産
業
の
振
興

地
元
の
中
小
企
業
を
守
り
育
む
公
契
約
条
例
の
制
定
。
市
内
商
店

街
・
商
店
の
実
態
調
査
。
実
効
性
の
あ
る
商
店
街
振
興
策
の
策
定
。

⑦
地
域
医
療
計
画
の
策
定
、
市
立
病
院
の
充
実

市
民
の
医
療
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
い
「
病
・
診
」
連
携
の

あ
り
方
、
市
立
病
院
の
役
割
な
ど
を
検
討
し
、
安
心
で
き
る
地
域

医
療
計
画
を
策
定
す
る
。

⑧
く
ら
し
優
先
の
効
率
的
・
民
主
的
行
政
運
営

市
民
生
活
と
営
業
の
実
態
の
把
握
、
人
口
減
少
時
代
の
ま
ち
づ
く

り
の
課
題
の
見
直
し
を
行
い
、
市
財
政
の
厳
し
さ
の
み
を
強
調
す

る
第
四
次
行
革
大
綱
中
間
報
告
書
の
抜
本
的
な
再
検
討
を
行
う
。
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※予約が必要ですので、お申し込み下さい。

ミニニュース

「
公
報
」
で
発
表
さ
れ
た
馬

場
市
長
の
第
４
次
行
革
。
そ

の
中
心
テ
ー
マ
の
一
つ
が
１

０
０
名
の
職
員
削
減
で
す
。

す
で
に
第
３
次
行
革
で
は
１

５
０
名
の
職
員
が
減
ら
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
圧
倒
的
多

数
は
学
校
事
務
職
員
、
給
食

調
理
員
、
用
務
員
な
ど
学
校

職
員
で
し
た
。
第
４
次
行
革

で
の
職
員
削
減
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
も
ま
た
、
子
ど
も
達
に
対

す
る
サ
ー
ビ
ス
部
門
に
集
中

し
て
い
ま
す
。

今
度
発
表
さ
れ
た
第
４
次

行
革
大
綱
中
間
報
告
で
は

「
小
学
校
給
食
の
民
間
委
託

を
さ
ら
に
推
進
」
す
る
と
と

も
に
、
「
栄
養
士
の
１
校
１

名
配
置
は
そ
の
成
果
に
つ
い

て
検
証
す
る
」
と
し
て
い
ま

す
。日

野
市
の
学
校
給
食
は
、

一
つ
は
自
校
直
営
（
学
校
で

の
調
理
）
方
式
と
、
も
う
一

つ
は
地
産
地
消
（
地
元
野
菜

の
活
用
）
と
い
う
こ
と
で
実

施
さ
れ
、
日
本
一
と
い
わ
れ

る
日
野
の
学
校
給
食
が
つ
く

ら
れ
て
き
た
こ
と
を
、
こ
れ

ま
で
市
教
育
委
員
会
も
答
弁

で
強
調
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
た
め
に
１
校
ご
と
に
栄
養

士
も
配
置
さ
れ
て
き
た
経
過

が
あ
り
ま
す
。

小
学
校
給
食
調
理
は
、
現

在
半
数
の
学
校
で
民
間
委
託

化
が
す
す
み
、
残
り
の
半
数

が
直
営
で
す
。
第
４
次
行
革

で
は
、
残
っ
た
半
数
の
直
営

校
で
民
間
委
託
化
を
す
す
め

る
と
と
も
に
、
１
校
１
名
の

栄
養
士
配
置
も
「
成
果
に
つ

い
て
検
証
」
が
必
要
だ
と
し

て
い
ま
す
。
行
革
推
進
本
部

行
政
部
会
で
は
、
「
直
営
方

式
は
自
己
満
足
」
「
複
数
セ

ン
タ
ー
で
運
営
す
れ
ば
よ
い
」

な
ど
の
意
見
も
出
さ
れ
る
中

で
、
た
っ
た
一
日
の
審
査
が

行
わ
れ
た
だ
け
で
し
た
。

市
教
委
が
、
給
食
を
支
え

る
柱
だ
と
し
て
い
る
栄
養
士

の
各
校
配
置
に
対
す
る
議
論

と
し
て
は
、
あ
ま
り
に
も
安

易
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【【【【西西西西平平平平山山山山5555丁丁丁丁目目目目ののののミミミミニニニニババババススススのののの順順順順路路路路見見見見直直直直ししししににににつつつついいいいてててて】】】】

ミニバスの順路変更により、旭が丘循環路線は、市立病

院と市役所へ直接行けず、豊田駅で乗り変えになりました。

西平山５丁目地域の自治会から「今まで通り乗り換えずに

行けるように」と９月議会に請願が出され、全会一致で採

択されました。１０月１４日に西平山５丁目地域で、説明

会が行われ、市から「再編実行が迫っているため新たな順

路でやらせてほしい」「施行していく中で次の見直しの２

年後を待たず検討したい」などの説明がされました。

【【【【区区区区画画画画整整整整理理理理懇懇懇懇談談談談会会会会開開開開かかかかれれれれるるるる】】】】

中野あきと市議を助言者とする東・西平山地域および豊

田地域の区画整理懇談会が、１０月９日にそれぞれ開催さ

れました。「区画整理の流れ」などがプロジェクタを使っ

て説明され、活発な質疑応答がされました。

第
４
次
行
革

人
員
削
減
の
中
心
は

子
ど
も
・
教
育
に
集
中

市
長
は
、
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
建
設
計
画
の
凍

結
を
解
除
し
、
建
設
を
行
い
た
い
と
し
た
一
昨

年
秋
の
議
会
で
、
「
市
内
企
業
等
に
も
活
力
を

与
え
る
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
」
と
、
市
内

業
者
の
仕
事
確
保
に
よ
る
活
性
化
に
つ
な
が
る

こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
実
際
に
は
、
建
築
工
事
を
は
じ
め

ほ
と
ん
ど
の
工
事
案
件
に
地
元
業
者
が
落
札
・

契
約
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、

こ
れ
に
は
与
党
議
員
の
中
か
ら
も
、
「
市
内
企

業
の
活
性
に
繋
が
る
と
い
う
視
点
は
な
か
っ
た
。

反
省
す
べ
き
点
が
あ
っ
た
」
と
の
苦
言
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

中
野
議
員
は
決
算
の
反
対
討
論
で
あ
ら
た
め

て
こ
の
問
題
に
言
及
、
「
09
年
度
の
工
事
契
約

総
額
が
26
億
円
の
中
で
、
17
億
円
あ
ま
り
も
占

め
る
『
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
』
建
設
工
事
で
、
な

ぜ
地
元
業
者
の
仕
事
確
保
や
地
域
経
済
の
活
性

化
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
」

「
巨
費
を
投
じ
て
建
設
す
る
以
上
は
、
地
元
経

済
の
活
性
化
に
繋
が
る
最
大
限
の
手
立
て
を
と
っ

て
し
か
る
べ
き
だ
っ
た
」
と
指
摘
。
市
が
入
札

制
度
と
し
て
採
用
し
て
い
る
総
合
評
価
制
度
の

改
革
、
公
契
約
条
例
の
制
定
を
提
案
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

の
建
設
が
具
体
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

時
点
で
、
①
無
駄
を
省
き
経
費
節
減
に
努
め
る

こ
と
。
②
障
害
者
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
す
べ

て
の
市
民
が
利
用
で
き
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
の
施
設
を
。
③
市
内
経
済
の
活
性
化
に
つ

な
げ
る
。
な
ど
の
立
場
に
た
っ
て
必
要
な
対
応
・

提
案
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

「移転もしくは廃業まで最長で５年かかる」としていた

生コン事業者が、「最長２年に期間短縮」「平成２４年

６月３０日をもって業務完全停止を致します」と回答し、

事態が進展しました。日野市が出した勧告書を受け、事

業者が９月３０日付で「再是正計画書」を市に提出、そ

の中で期間短縮の意思表明が行われたものです。

この問題は２０年にもわたって生コン工場の操業によっ

て騒音・振動・粉塵被害に苦しめられてきた住民が一致

結束して立ち上がり、違法建築の是正権限をもつ日野市

の責任を問い、法的な措置も含めて毅然とした対応を求

めてきたものです。事態の進展も踏まえつつ、早期全面

解決へ住民のみなさんと日野市との話し合いが進められ

ています。

平山６丁目の生コン工場問題市民の森ふれあいホール建設

地元業者・地域経済の
活性化はどこへ

ご
感
想
・
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い


